燃焼および消火に関する基礎知識

Ⅰ　燃焼の基礎知識

・燃焼（ものが燃える）とは　　（超重要）

「　　　　と　　　　の発生をともない　　　　　と結びつく　　　　　　のことである」　問題１を解いてみよう
· ものが燃えるのには３つの物が必要である（超重要）
①　　　　　　　　　　
②　　　　　　　　　　

③　　　　　　　　　　

1 可燃物とは？

紙・木・小麦粉・ガソリン・油・鉄・メタン　　　　　　　・　　　　　　　
･･･つまり燃えるもの
※火を近づけたら熱と光を発生し酸素とくっつくもの

　可燃物でないもの（燃えないもの）

　　　　　　　　　・　　　　　　　・　　　　　　　など　（良く出る）

2 酸素供給源とは？

酸素を持っていて、物が燃えるときに酸素を提供してくれるもの

たとえば

・　空気（空気中には　　　　％酸素が含まれている）

· 酸化剤

· そのほか、酸素がもらえる場所

酸素供給源でないもの

　　　　　　　　・　　　　　　　　・窒素などのほかの気体は違う
3 点火源（火の元）とは？
燃えるのに必要な火の発生源のこと

マッチの火・火花・まさつ熱・　　　　　　　　
問題２・３
燃えやすさについて
1 空気に触れている部分が大きいと燃えやすい

2 熱伝導率（熱の伝えやすさ）が低い＝（　　　　　　　　　）と燃えやすい
3 水分が　　　　　と燃えやすい
4 温度が　　　　　と燃えやすい　
5 ものは細かく砕かれているほど燃えやすい　などなど

問題４
液体の燃焼について
液体･･･つまり油やガソリンはどうやって燃えているのかの話です。
ガソリン・油などの液体は　　　　　が燃えています。

液体から発生した　　　　　　　　が酸素と結びつき、そこに火を近づけると燃えます。

どれくらい蒸気が濃ければ物が燃えるか？というのを燃焼範囲といいます。

「燃焼範囲が高い」とあれば蒸気が　　　　　　　燃えない。
「燃焼範囲が低い」とあれば蒸気が　　　　　　　燃える

（燃えやすい　ということになる）

問題５
◎燃えるのに十分な蒸気が出る温度を　　　　　　といいます

◎液体の温度が一定以上になると、火を近づけなくても燃えます。この自然に燃えてしまう液の温度のことを　　　　　　といいます。
（超重要！！）
引火点が低い・燃焼範囲が低いとあれば燃えやすい
引火点が高い・燃焼範囲が高いとあれば燃えにくいということになります
問題６
燃焼の種類　代表的なもの
①表面燃焼･･･ものの表面だけが燃える現象。　　　　　・　　　　　など
②分解燃焼･･･ものが加熱され分解し、そこから発生するガスが燃える。
　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　　　など

3 自己燃焼…自分の中に含んでいる酸素を使って燃える。
　　　　　　　　　　　　　　　など
4 蒸発燃焼･･･ものが蒸発し、その蒸気が燃える
（油・ガソリンなど　　　　や　　　　　）
問題７．８

静電気について（重要）
静電気は点火源の１つです。電気の通りにくいものを摩擦する（こすり合わせる）と静電気が発生します。この静電気がたくさんたまると火花放電を起こします。
静電気はどういったところに発生するのか？

①ガソリンなどの石油類がホースなどを流れるときに発生しやすい。その速さが　　　　ほど発生しやすい。

②湿度が　　　　（乾燥している）と発生しやすい。

③木綿などの天然繊維よりナイロンなどの合成繊維ほど発生しやすい。
どうすれば静電気の発生を抑えられるか？
・石油類の流速を　　　　　　　　。
・湿度を　　　　　　。

· 接地（アース）して、静電気を地面に逃がす…など

問題９．１０
危険物対策テキスト無料ダウンロード　http://www.eonet.ne.jp/~start/

燃焼と消化の基礎知識　問題集　

問題１　次の文の（　）に入れるＡ～Ｃの組み合わせで正しいものはどれか？

燃焼とは（Ａ）と（Ｂ）をともなう（Ｃ）反応である。

　　　Ａ　　　　Ｂ　　　　Ｃ

１…発熱　　発光　　分解

２…発熱　　蛍光　　分解

３…吸熱　　蛍光　　酸化

４…発熱　　発光　　酸化

問題２　燃焼の三要素がそろっている組み合わせは次のうちどれか？

１．水素　　　酸素　　窒素

２．いおう　　酸素　　火源

３．赤りん　　２酸化炭素　火源

４．一酸化炭素　　窒素　　火源

５．プロパン　　窒素　　二酸化炭素
問題３　（　）に入れる語句で誤っているものはどれか？

「物質が酸素と化合することを（Ａ）されたといい、その結果できた化合物を（Ｂ）という。物質によってはこの化合物が急激に進行し、著しく（Ｃ）し（Ｄ）を伴う。このことを特に（Ｅ）という。

Ａ…酸化　Ｂ…酸化剤　Ｃ…発熱　Ｄ…発光　Ｅ…燃焼

問題４　燃えやすさについて誤っているものはどれか？

1． 水分の含有量が少ないものほど燃えやすい

2． 空気との接触面積の広いものほど燃えやすい

3． 周辺の空気の温度が高いほど燃えやすい

4． 熱伝導率の大きいものほど燃えやすい

5． 蒸発しやすいものほど燃えやすい

問題５　可燃性液体の通常の燃焼の仕方として、次のうち正しいものはどれか？

1． 液表面で空気と接触しながら液体のまま燃える

2． 液体内部に空気を吸収しながら燃える。

3． 液体内部の加熱された部分から燃焼が起こり次第に表面に広がる

4． 液体の表面から発生する蒸気が空気と混合して燃える

5． 液体内部で燃焼が起こり、その燃焼性生物が炎となって液面に出る。

問題６　次の文の意味として正しいものはどれか？

「ある可燃性液体の引火点は５０℃である」

1． 気温が５０℃になると燃焼可能な濃度の蒸気を発生する。

2． 液温が５０℃になると点火源を液面に近づけると火が付く。

3． 液温が５０℃になると発火する。

4． 気温が５０℃になると自然に発火する。

5． 液温が５０℃になると蒸気を発生し始める

問題７　可燃物の燃焼の仕方の組み合わせで次のうち誤っているものはどれか？

1． 木炭…表面燃焼

2． 灯油…蒸発燃焼

3． ガソリン…蒸発燃焼

4． セルロイド…内部（自己）燃焼

5． 重油…表面燃焼

問題８　物の燃え方について正しい物はどれか

①灯油…分解燃焼　　　③石炭…表面燃焼

②木材…核酸燃焼　　　④軽油…蒸発燃焼

問題９　以下の問いで間違っている物はどれでしょう

①給油及び運搬により石油系のガソリンや軽油などの液体は静電気が発生しやすい

②静電気は人体にも帯電する

③静電気は機器などが接地（アース）されていると帯電しやすい

④静電気の帯電防止策として湿度を高くする方法がある。

問題１０

静電気に関する説明として、次のうち誤っているものはどれ？

1． 静電気の発生は物質の絶縁抵抗が大きいものほど大きい。

2． 静電気は固体だけではなく、すべての物資に帯電する。

3． 静電気の放電火花は可燃性蒸気や粉じんが浮遊するところでは、しばしば点加減となる。

4． 静電気の蓄積を防止するためには、空気中の湿度を低くする。
このうち１つが欠けても


物は燃えません














熱を伝えにくいと、その分熱がたまる


熱を伝えやすいと、熱がたまらず熱くなりにくい








